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刊行にあたって

京都橘大学看護教育研修センター所長

梶谷佳子

　京都橘大学看護教育研修センターの事業は、2007年に認定看護師教育課程設置によって始まりました。皮
膚・排泄ケア分野では2015年度で241名の修了生を輩出しています。
　本センターは、「看護職者の専門性を高め、その看護実践力を向上させるための教育研修を行い、地域に
貢献する看護職者を育成する」ことを目指し、活動を継続してきました。看護専門職の継続教育として、看
護研究支援、看護実践力の向上を目指すたちばなSIMの開催、通信教育課程看護学コース学修レポート作成
講座など、看護職のキャリアを開発するためのプログラムを企画・運営して参りました。活動実績も増え、
今後は事業評価を行い、効果的なプログラムの開発を行う段階にきています。
　京都橘大学の設置母体である京都橘学園では2014年度から「マスタープラン2022」が始まりました。社会
のグローバル化と成熟化が進むなか、社会から学校に寄せられる期待はますます大きく、複雑になっていま
す。このような背景において、2022年までの将来像と実行プランが策定されました。このプランを「マスター
プラン2022」と言います。
　本センター事業を、このマスタープランに照らしてみると、地域連携の一つに当たると言えます。学部教
育では毎年約100名の看護職を輩出しています。卒業後も知識・技術を高められるよう、一人一人が学び続
けられる環境や機会を作ることが重要だと考えます。その一助となれるようなプログラムを提供していきた
いと考えています。また、本学卒業生のみならず、地域で活躍される看護職の方々の要請に応えられるよう
な学習環境が整えられればと願っております。このような形で教育や研究のフィールドである臨床の場を提
供してくださっている方々への恩返しができればと考えます。
　看護職としてのキャリア開発のために、本センターを大いに活用して頂ければ幸いです。今後も地域に拓
かれた大学に附置するセンターとしての役割を意識しつつ活動の計画・実施・評価を行っていきたいと考え
ます。
　本年報は、本センターの活動報告をまとめたものです。活動が一人よがりとなりませんよう、忌憚のない
ご意見、ご助言をいただきますようお願いいたします。
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沿革

1）認定看護師教育課程　教員会

2007年度	
	 4月	 17日	 入試・入学状況と年間計画
	 11月	 27日	 修了判定会議と次年度入学までの予定確認および承認

2008年度
	 4月	 23日	 入試結果、入学状況、年間教育実施計画および次年度予定について内容の検討と承認
	 11月	 26日	 修了判定会議と次年度予定確認および承認

2009年度
	 4月	 22日	 2008年認定部審査結果、2009年度入試結果、入学状況と年間教育実施計画の検討
	 	 	 および承認
	 12月	 15日	 	2009年度生の修了判定会議、2010年度入試結果の確認および承認

2010年度	
	 4月	 21日	 2010年度入試結果、入学状況と年間教育実施計画の検討および承認
	 	 	 再修了試験不合格者に対する対応について審議
	 	 	 	修了生を含めた皮膚・排泄ケア認定看護師を対象としてフォローアップセミナー開催について検討

および承認
	 12月	 7日	 2010年度生の修了判定会議、2011年度入試結果の確認と承認

2011年度
	 4月	 27日	 2010年度修了報告および2011年度入試結果について確認と承認
	 	 	 年間教育実施計画の検討および承認
	 	 	 2011年度生の修了判定会議、2012年度入試結果の確認と承認
	 12月	 14日	 休学者が復学する場合の条件等について検討と承認

2012年度
	 4月	 18日	 2011年度修了報告および2012年度入試結果について確認と承認
	 	 	 	フォローアップセミナーを含む年間教育実施計画および皮膚・排泄ケア分野カリキュラム改訂につ

いて検討および承認
	 	 	 2012年度生の修了判定会議、2013年度入試結果の確認と承認
	 	 	 開講期間延長について審議
	 12月	 18日	 修業年限・課程の終始期・入学資格に関する規定改訂内容について審議および承認
	 2月	 14日	 	情報管理誓約書、教員会規定改訂について審議および承認、長期欠席規定については
	 	 （臨時）	 継続審議となる

2013年度
	 4月	 25日	 2012年度修了報告および2013年度入試結果について確認と承認
	 	 	 年間教育実施計画の検討および承認
	 	 	 2014年度５月開講について審議および承認

開催時期	 	 	 内　容



5

2013年度
12月	 19日	 2013年度生の修了判定会議

実習不合格による再履修希望者について審議および承認
授業時間変更について審議および承認
授業時間に関する規定改定内容について審議および承認
2014年度入試結果の確認と承認

2014年度
4月	 23日	 2013年度修了報告および2014年度入試結果について確認と承認

年間教育実施計画の検討および承認
センター教員の社会貢献活動報告および2014年度の計画の報告

	 第4回フォローアップセミナー開催について検討および承認
12月	 9日	 2014年度生の修了判定会議、2015年度入試結果の確認と承認

2015年度教育期間の確認と承認

2015年度
4月	 22日	 2014年度修了報告および2015年度入試結果について確認と承認

年間教育実施計画の検討および承認
	 センター教員の社会貢献活動報告および2015年度の計画の報告

12月	 10日	 2015年度生の修了判定会議、2016年度入試結果の確認と承認
2016年度教育期間の確認と承認

開催時期	 	 	 内　容
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2）看護キャリア開発委員会
2012年度

  4月 16日 第１回看護キャリア開発委員会
  5月 7日 第２回看護キャリア開発委員会
  6月 7日 第３回看護キャリア開発委員会
  7月 3日 第４回看護キャリア開発委員会
  7月 31日 第５回看護キャリア開発委員会
  9月 19日 第６回看護キャリア開発委員会
  10月 16日 第７回看護キャリア開発委員会
  11月 20日 第８回看護キャリア開発委員会
 2013年 1月 16日 第９回看護キャリア開発委員会
  2月 19日 第10回看護キャリア開発委員会
  3月 19日 第11回看護キャリア開発委員会

2013年度

  4月 17日 第１回看護キャリア開発委員会
  5月 21日 第２回看護キャリア開発委員会
  6月 17日 第３回看護キャリア開発委員会
  7月 23日 第４回看護キャリア開発委員会
  9月 18日 第５回看護キャリア開発委員会
  10月 23日 第６回看護キャリア開発委員会
  11月 27日 第７回看護キャリア開発委員会
 2014年 1月 22日 第８回看護キャリア開発委員会

2014年度
  4月 23日 第１回看護キャリア開発委員会
  5月 29日 第２回看護キャリア開発委員会
  7月 23日 第３回看護キャリア開発委員会
  9月 17日 第４回看護キャリア開発委員会
  11月 4日 第５回看護キャリア開発委員会
 2015年 1月 6日 第６回看護キャリア開発委員会
  3月 5日 第７回看護キャリア開発委員会



2015年度
  4月 15日 第1回看護キャリア開発委員会
  5月 27日 第2回看護キャリア開発委員会
  7月 6日 第3回看護キャリア開発委員会
  9月 10日 第4回看護キャリア開発委員会
  10月 14日 第5回看護キャリア開発委員会
  11月 27日 第6回看護キャリア開発委員会
 2016年 1月 6日 第7回看護キャリア開発委員会
  2月 10日 第8回看護キャリア開発委員会
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組織

2015年度

認定看護師教育課程　教員会（当該教育機関内委員）

梶　谷　佳　子　京都橘大学看護教育研修センター　所長
判　澤　　　恵　京都橘大学看護教育研修センター　准教授（皮膚・排泄ケア認定看護師）
宇　野　育　江　京都橘大学看護教育研修センター　講師（皮膚・排泄ケア認定看護師）
野　村　陽　子　京都橘大学看護学部看護学科　教授
阿　部　祝　子　京都橘大学看護学部看護学科　准教授
伊　藤　恵美子　京都橘大学看護学部看護学科　准教授
神　﨑　光　子　京都橘大学看護学部看護学科　准教授

看護キャリア開発委員会

梶　谷　佳　子　京都橘大学看護教育研修センター　所長
阿　部　祝　子　京都橘大学看護学部看護学科　准教授
遠　藤　俊　子　京都橘大学看護学部長
河　原　宣　子　京都橘大学看護学部看護学科　教授（看護学科主任）
野　村　陽　子　京都橘大学看護学部看護学科　教授
奥　野　信　行　京都橘大学看護学部看護学科　准教授
植　村　由美子　京都橘大学看護学部看護学科　専任講師
野　島　敬　祐　京都橘大学看護学部看護学科　専任講師



認定看護師教育課程　
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認定看護師教育課程　

１．認定看護師教育課程研修について
　2015年度認定看護師教育課程皮膚・排泄ケア分野
では、2.4倍の受験倍率を経た30名が入学した。倍
率が上昇している理由として現在教育機関は全国で
6機関と最盛期に比し半数であることに加えて、皮
膚・排泄ケア分野は診療報酬加算がつく実践内容が
多いという点も施設にとっての一要因と推測してい
る。受験者は関東から沖縄まで範囲が拡大している。
遠方からの受験者でも合格した場合は京都で学ぶ機
会を選択してくれるようになった。
　本課程は2015年5月20日に始まり12月18日を以っ
て予定通りに約8か月の研修を終えた。研修は実践
の基盤となる講義と技術を磨く演習を主として実施
している。これらの各科目修了試験を経て、座学で
学んだ知識と看護ケアの統合を図る臨地実習を行っ
た。しかし、臨地実習においては論理的な思考の整
理に基づいて実践することがなかなか困難な研修生
が2名であった。自己退学者の1名は、認定看護師と
しての自信のなさと実践に対する不安増強に陥り実
習継続が不可能となり退学した。他1名は看護実践
において論理的思考ができず、指導者からの再三の
指導にも関わらず皮膚・排泄ケア認定看護師として
の看護実践に至らなかった。話し合いの結果本人も
施設も納得し退学した。最終的に28名の修了となっ
た。
　実習指導の難しさを実感する出来事である。

２．入学説明会実施
　昨年に続き2回目の開催で、2016年度受験を目指
している人たちを対象に7月に実施した。当日は台
風の余波が残っていたが、申し込み28名中22名が参
加した。参加できなかった6名のうち3名には希望に
添い後日個別対応とした。研修中の演習見学と応募
要項記載上の注意点など説明した。2016年度の入学

試験合格者のうち2名の辞退者が見られたがいずれ
も遠方の人で勤務施設から通学可能な機関の選択が
理由であった。

３．�修了者に対するフォローアップセミナーに
ついて

　2015年度は該当年度ではないため開催していな
い。

４．�教員による共同研究について（京都橘大学
倫理審査承認を得た）

　排尿モデル（仮）を用いたオムツ装着技術の研究
の結果をまとめて、第25回日本創傷・オストミー・
失禁管理学会において宇野教員が口演発表した。
　このモデルは株式会社京都科学において製品化、
2015年9月に発売された。

５．�認定審査に対するフォローアップ研修につ
いて

　日本看護協会の認定審査は2016年5月に実施予定
である。第9期修了生（2015年度）の認定審査全員
合格に向けて、フォローアップ研修を実施予定（2月、
3月、4月）である。
　フォローアップ研修では、実践で必要な知識を確
実なものとすることをねらいとして、修了生が相互
に問題を作成、解答と解説を行い、根拠を明確にし
て応用できるように取り組んでいる。研修終了が12
月であるため、認定審査までの5か月間臨床での確
実な知識習得とモチベーションを維持し、自身の目
標を再確認できるようにしている。

６．教員の専門領域の活動について
【判澤　恵】
　１） 宇野教員の共同演者として上記４．の研究に
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ついて口演発表に参加した。
　２） 以下の関連学術集会に参加し、最新の知見や

情報収集を行い研修教育に活用した。
　　　① 第32回日本ストーマ・排泄リハビリテー

ション学術集会
　　　② 第11回日本フットケア学会＋第5回日本下

肢救済・足病学会合同学術集会
　　　③ 第22回日本創傷・オストミー・失禁管理学

会　（査読委員・評議委員）
　　　④ 第17回日本褥瘡学会学術集会　（研修生は

最終試験も近かったため任意参加）
　　　　 評議委員及び日本褥瘡学会危機管理ネット

ワーク近畿褥瘡地方会京都府危機管理連絡
委員拝命

　　　⑤ 日本褥瘡学会近畿地方会において2017年度
会長の任を仰せつかり、準備作業を開始し
た。

　３） ③の学会においてランチョンセミナーで
「2025年問題を見据えたストーマケアと装具
選択」について社会保険研修センター1期生
のWOCと共同講演した。

　４） 専門書発行会社からの依頼で「スキン－テア
の実際とケア」について宇野教員と共同で原
稿を執筆した。

　５） 介護職員・一般看護師対象の企業セミナーに
て「2025年問題を見据えたストーマケアと装
具選択」について講演した（2015年12月）

　６） 民医連中央病院において、3回のストーマ外
来を実施した。

【宇野　育江】
　１） 判澤教員と共同で上記４．の研究活動を行っ

た。
　２） 以下の関連学術集会に参加し、最新の知見や

情報収集を行い研修教育に活用した
　　　① 第32回日本ストーマ・排泄リハビリテー

ション学術集会
　　　② 第28回老年泌尿器科学会学術集会
　　　③ 第24回日本創傷・オストミー・失禁管理学

会参加＋口演発表（研修の一環として研修
生は全員参加した）

　　　④ 第17回日本褥瘡学会学術集会
　　　⑤ 2017年3月開催の第14回日本褥瘡学会近畿

地方会において事務局担当となる
　３） 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会

　京都滋賀ブロック　ストーマリハビリテー
ション講習会実行委員　実習インストラク
ター担当

　４） 一般看護職対象の医療系出版社主催セミナー
において「泌尿器科術後の創傷管理」につい
て講演した（2015年7月、8月）

　５） 看護系雑誌において「スキン－テアの実際と
ケア」について判澤教員と共同執筆した

　６） 日本コンチネンス協会　電話相談員として適
時電話相談に対応した

看護教育研修センター　准教授　
皮膚・排泄ケア分野　認定看護師　判澤　恵
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看護キャリア開発事業

■看護研究支援事業

　『看護研究支援』事業は、地域の看護職支援を目
的に2012年度から開催した。この事業は、研究の基
本を〔ベーシックコース〕、院内研究に取り組むた
めの〔プラクティスコース〕、それをより充実させ
て院外の学会発表や論文投稿をめざす〔アドバンス
コース〕を設定し、レベルに応じた支援プログラム
を展開している。これらのコースに加え、2014年度
からは、臨床現場で看護研究を指導する立場の看護
職を対象として〔院内看護研究指導者コース〕を開
始した。

１．プログラムの概要
　各コースのプログラムは、資料1の通りである。

２．各コースの受講者数
　受講者数は表1のように、〔ベーシックコース〕の
学内タイプの受講者は2〜3名で、そのうちすべて受
講したのは2名である。講師派遣タイプは、1施設で
2）研究テーマの設定と6）研究倫理と研究計画書の
2項目の希望であった。〔プラクティスコース〕と〔ア
ドバンスコース〕の受講者はなしであった。

表1　各コースの受講者数

ベーシック
コース

受講タイプ 1）現場にお
ける研究

2）研究テー
マの設定 3）文献検索 4）文献講読 5）文献講読 6）研究倫理

と研究計画書
7）研究のま
とめ方、公表

学内 3名 2名 2名 3名 2名 2名 2名

講師派遣
（1施設） 33名 33名

院内看護研究
指導者コース 5名

３．受講の目的、理解状況
　以下、受講時のアンケート調査をもとに、受講の
目的、理解できたこと、理解しにくかったこと、受
講の感想をまとめた。受講者数が少ないため、回答
数は掲載しない。

（１）受講の目的
　〔ベーシックコース〕学内タイプの受講目的は、「看
護研究の担当となった」、「看護研究を指導しなけれ
ばならない」ため、「看護研究の基本を学ぶ」、また「学
校で看護研究の授業を担当しているため、内容を確
認したい」であった。講師派遣タイプの受講目的は、
看護師長会の教育として「看護研究を指導しなけれ
ばならない」「スタッフが主体的に看護研究に取り
組むよう動機づけする」目的がほとんどで、そのた

めに「基本を学ぶ」ことであった。〔院内看護研究
指導者コース〕は、看護研究担当の副看護部長、教
育担当看護師長、指導の立場になるという受講者で、

「指導の一助とする」のため、「知識不足の補充」、「指
導方法」、「研究テーマ設定の助言」を学ぶことを受
講目的としていた。

（２）研修で理解できたこと
　①〔ベーシックコース〕（表2）、〔院内看護研究指
導者コース〕（表3）のように、それぞれのコースに
おける学習の重要ポイントがあげられた。

（３）研修で理解しにくかったこと
〔ベーシックコース〕（表4）では、実際に活かすと
ころまでの理解について不安を抱き、実際に文献講
読をしたことにより図表の読み取りについてのむず
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かしさを感じていた。また、内容が盛りだくさんで
あることがあげられた。〔院内看護研究指導者コー
ス〕では、実際につなげられるか、実際に自施設で
はどうかと考えを巡らせるレベルでの不安が残っ
た。

（４）受講の感想
〔ベーシックコース〕（表5）では、看護研究につい

て興味がもてたり、日々の看護実践の言語化、研究
倫理審査の理解などがあげられるとともに、受講者
が少数であったことで各自に応じた指導ができたこ
とがあげられた。〔院内看護研究指導者コース〕では、
他施設の受講者と意見交換できたこと、あらためて
自己の役割として何をするかを考える機会になった
ことがあげられた。

表2　〔ベーシックコース〕で理解できたこと

学習項目 理解できたこと

1）現場における研究 看護研究を臨床レベルに根付かせるための示唆を得た
“ささやかな新しさを大切に”実践の中からテーマを探せそう

2）研究テーマの設定
疑問が大切。テーマを先に決め、やりやすい研究にしようは間違っていた
研究疑問に応じて研究方法があり、計画的に実施していく必要がある
臨床現場の日常について意識し、そこから疑問を導いていく

3）文献検索 文献の検索方法、信頼できる文献、文献はたくさん読む
文献の意義、文献の絞り込み方

4）文献講読 批判と否定の違い
クリティークの視点や必要な姿勢について学んだ

5）文献講読 クリティークの体験から自分が研究する時に何を考えるべきか少し理解できた
表の見方、クリティークの方法

6）研究倫理と研究計画書
研究対象者を第一に擁護すること、看護研究倫理を詳しく聞くことができた
研究倫理審査の意義、あり方を学んだ
研究計画書の形式にとらわれていた。研究テーマから方法を考え、伝わるように書く

7）研究のまとめ方、公表 口説・示説の利点欠点、プレゼンテーションのポイント
論文の構成、プレゼンテーションのマナー

表4　〔ベーシックコース〕で理解しにくかったこと

学習項目 理解しにくかったこと

2）研究テーマの設定 量的・質的研究の違いについて、実際に活かすところまではわからなかった
時間的に内容が盛りだくさんだった

5）文献講読 表内の数値（標準偏差）の読み方が難しい
6）研究倫理と研究計画書 時間的に内容が盛りだくさんだった

表3　〔院内看護研究指導者コース〕で理解できたこと

理解できたこと
ポジティブ・フィードバックをすることで、なるべく達成感につなげる
明らかにしたいことは何かを頭に置いてかかわる
研究に何を求めるのかを改めて考える機会になった
研究テーマの決定
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４．まとめ
　〔ベーシックコース〕の学内タイプの受講者が2〜
3名、講師派遣タイプも1施設にとどまった。〔ベー
シックコース〕の目的は、研究に取り組むための基
本の確認であるが、3－（1）のように研究の指導・
支援の役割を担うために確認を目的とした受講で
あった。3－（4）の感想からもわかるように、これ
までに研究に関する研修を何度か受講している状況
である。研究ができるようになるためには、看護技
術と同じように専門の『技』が必要であるが、机上
の学習・確認だけでは研究の実践力にはつながらな
い。したがって、〔ベーシックコース〕の受講者を
実際の研究プロセスをサポートする〔プラクティス
コース〕の受講を促す必要があろう。しかし、臨床

現場での研究は、限られた時間（期間）、費用を考
慮しなければならない。さらに、〔ベーシックコース〕
の目的に相応する受講者の確保のために、あらため
てその目的の発信・周知が必要であろう。

〔院内看護研究指導者コース〕では、他施設との意
見交換ができることが他にない研修である。3－（4）
の感想にあげられたことだけでなく、各施設の看護
研究に対する考え方などが紹介され、情報共有がな
された。受講者が少なく1グループでの議論となっ
たが、複数グループが作れればより多くの施設の情
報が得られる。このような機会が提供できる研修で
あることをPRすることも、受講者の確保につなが
るであろう。
	 看護学部看護学科　准教授　阿部　祝子

表5　〔ベーシックコース〕の感想

学習項目 感想

1）現場における研究
日々の看護実践に自分たちで意味や価値をつけていくと説明して研究に取り組みた
い。希望が持てた
もう少し長く聞きたかった

2）研究テーマの設
今まで一番わかりやすかった。たくさんメモができた
研究に対して少し理解が深まり、興味が持てたのでよかった
日々いろいろ疑問に思っているのに言語化できないのは問題だと感じた

3）文献検索 各自が質問でき文献検索できたので良かった
4）文献講読 ポイントがあってわかりやすかった

6）研究倫理と研究計画書
時間があれば実際に書くとわかりやすかった
研究倫理委員として、あらためて研究計画書について学ぶことができた
臨床でできる研究を念頭に研究倫理の審査、指導したい

7）研究のまとめ方、公表 わかりやすかった

表6　〔院内看護研究指導者コース〕の感想

感想
管理職が多く、研究メンバーに直接支援する立場の人の意見を聞きたかった
研究者とともに「何を」「なぜ」など確認しながら焦らずかかわっていく。研究ができるような気がしている
内容は理解できたが、指導につなげられるよう継続して自主学習が必要である
他施設の方と意見交換できたのはよかった。自分の役割として何ができるのか、どうサポートしていくのか考えるきっかけが
できた
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■たちばなSIM事業

　京都橘大学看護学部では、2012 年度から卒業生
に貢献するキャリア開発事業として、シミュレー
ション学習を中心とした教育セミナー『たちばな
SIM』を開催している。今年で4年目となる『たち
ばなSIM』には、毎年、様々な施設で働いている卒
業生が参加してくれている。教員にとっても、卒業
生が臨床においてどのような「人によりそう看護」
を実践しているのか、そこでの悩みや喜びも含めた
生の声を聴ける貴重な機会にもなっている。
　『たちばなSIM』では、参加する人すべてが互い
に対等な関係、つまり、教え手の教員も学び手の卒

業生も、「人によりそう看護を創造し、実践する」
仲間として、その場に集うような【よりそう看護の
学習コミュニティ】であること、「気軽に安心して
学べる」「何でも訊ける（聴ける）」というような【親
和的空間 affinity space】であること、そして、臨
床での看護実践に即した【良質な学習経験ができる
場】であることを大切にしている。
　教育プログラムの内容は、「循環機能のフィジカ
ルアセスメントと看護」、「呼吸機能のフィジカルア
セスメントと看護」、「人工呼吸器装着中の患者の
フィジカルアセスメントと看護」などを開催してい

図1　たちばなSIMでの学びのイメージ
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る。実施時間は10：00 〜 16：00、各1回の定員は
20名としている。講師は、全ての回において看護学
部の教員だけでなく、昨年度に引き続き京都第二赤
十字病院の看護師2名も担当している。臨床の看護
師を加える事によって、効果的かつ実践的な教育プ
ログラムの開発、実施が可能になると考えたからで
ある。また、第3回の「人工呼吸器装着中の患者の
フィジカルアセスメントと看護」では、アイ・エム・
アイ株式会社のスタッフが、講師やアドバイザーと
して参加している。本スタッフの協力により、人工
呼吸器を装着した患者シミュレータを用いたシミュ
レーションが可能になっている。
　『たちばなSIM』における教育プログラムの特徴
は、特定の健康課題を抱える対象への看護に必要な

基本的知識や技術についての理解を深めつつ、その
対象の状況に応じた看護活動のためのアセスメント
やリフレクションを展開する力を養うことにある。
そのため、教育プログラムは、講義→シミュレーショ

表1　2015年度　事業プログラム

回 開催日時 テーマ・内容 担当 場所 受講人数

1 5/23（土）
10：00～
	 16：00	

循環機能のフィジカルアセスメントと看護
１）	講義・演習：不整脈と心電図の判読
２）	講義・演習：心不全患者のフィジカル

アセスメントと看護

・	穴吹,奥野,野島,鈴木,牧野,岩島,加
藤（京都橘大学）
・	浅野（京都橘大学大学院博士前期
課程）
・	川口,吉川（京都第二赤十字病院）
　

清優館
第1実習室
第3実習室

9名
1年目：8名
4年目：1名

2 6/20（土）
10：00～
	 16：00

呼吸機能のフィジカルアセスメントと看護
１）	講義：呼吸の解剖生理・フィジカルア

セスメント
２）	演習：呼吸音聴取トレーニング
３）	講義：呼吸困難をきたす疾患
４）	演習：呼吸困難を訴える患者のフィジ

カルアセスメントと対応

・	野島,奥野,穴吹,内田,加藤,木村（京
都橘大学）
・	浅野（京都橘大学大学院博士前期
課程）
・	梅西,家原（京都第二赤十字病院）
　

清優館
第1実習室
第3実習室

15名
1年目：9名
2年目：6名

3 7/26（日）
10：00～
	 16：00

人工呼吸器装着中の患者のフィジカルアセ
スメントと看護
１）	講義：人工呼吸器装着中の患者の特徴

と看護
２）	講義・演習：人工呼吸器の特徴と操作、

モニタリング、トラブルシューティン
グ

３）	講義・演習：人工呼吸器装着患者のフィ
ジカルアセスメント

・	奥野,野島,穴吹,鈴木（京都橘大学）
・	平井（前京都橘大学）	
・	浅野（京都橘大学大学院博士前期
課程）
・梅西,吉川（京都第二赤十字病院）
　
・	アイ・エム・アイ株式会社

清優館
第1実習室
第3実習室

14名
1年目：10名
2年目：3名
4年目：1名

	

図2　講義の様子
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ン演習→リフレクション（振り返り）という順序性
でデザインしている。
　例えば、第1回では、「循環機能のフィジカルアセ
スメント」をテーマとして、循環機能とフィジカル
アセスメントに関する講義、心電図の判読、心不全
患者の事例を用いたシミュレーション演習等につい
て、第2回では、「呼吸機能のフィジカルアセスメン
ト」をテーマとして、基礎的な呼吸機能に関する講
義、呼吸音聴取のタスクトレーニング、呼吸困難感
を訴える患者の事例を用いたシミュレ－ション演習
を企画、実施した。シミュレーション演習では、講
義で学んだフィジカルアセスメントに関わる知識や
技術を用いて、事例患者のフィジカルアセスメント
を実際に行ってもらっている。第3回では、「人工呼
吸器装着中の患者のフィジカルアセスメントと看
護」をテーマとして、人工呼吸管理が必要な患者の
特徴と合併症、人工呼吸器のトラブルシューティン
グ等についての講義と机上演習の後、高機能シミュ
レータを模擬患者としたシミュレーションにおい
て、フィジカルアセスメントやそれに基づく対応を
実行してもらっている。そこでは、事前に講義で学
んだ知識や技術を普段の自分の看護に落とし込みな
がら、遂行しているのであろう。卒業生の模擬患者
に対する優しく温かみのある言葉かけや態度、注意
深く丁寧に身体に触れていく様子などからは、臨床
において「人によりそう看護」をどのように具現化
しているのかを垣間見ることができる。　
　シミュレーションの実施後は、4〜5人程度のグ
ループになり、模擬患者に対する自己のフィジカル
アセスメントとその対応についてのリフレクション
を行っている。そこでは、自由に意見が交わしやす
い雰囲気を教員が醸し出しながら進めて行く。「私
はこう思う」「僕はこうかな」「このように対応した
方がいいと思ったのは…」と、患者は今どのような

状態にあるのか、そのように判断した根拠は何か、
なぜ、この対応、援助が最適であると判断したのか、
自分なりの考えを、身体的データだけでなく、患者
の入院前の生活状況や入院時の訴えも踏まえて提示
する者もいる。また、「もっとこうすれば良かった」

「これは良かった」と自分や他の受講生の看護行為
の失敗や成功経験を2回目のシミュレーションにつ
なげている。
　また、参加した卒業生と教員が軽食を取りながら

気軽に話す「交流会」も実施している。ここでは、
それぞれが近況を伝えあったり、臨床での看護や本
日の学習内容に関する質問や相談を、例えば専門領

図3　シミュレーション演習の様子

図4　シミュレーションの設定の様子
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域の教員や人工呼吸器業者のスタッフ、あるいは仲

間や先輩に質問をしたりしている。参加した卒業生
に対するアンケート調査では、「たちばなSIMでは、
学びたいことが学べたか」そして、「たちばなSIM
は学びやすい環境であったか」という設問にたいし
て全員が「そう思う」と回答していた。その他、自
由記載では、「知っている先生や卒業生と一緒に基
本的なことから学べて質問もしやすかった」「先生
方が学生の時と変わらず熱心に教えて下さり、学ぶ
ことが楽しかった」「実践的な内容で高性能シミュ
レータでのロールプレイングはリアリティがあり、
すぐに臨床で活用できる」「4月から看護師として働
き始めて患者さんの状態把握の難しさを痛感してい
たが、どのように観て判断したら良いのかがわかり、
明日から出来そうだと自信がついた」「病院でも勉

強会はあるが基本的な知識（解剖生理、病態など）
を振り返ることはあまりない。この研修は一から振
り返ってくれるので、どのポイントの知識が曖昧な
のかを発見できた」という意見が寄せられている。
このような学舎「京都橘大学」での学びの経験は、
卒業生が日々の看護に必要な知識や技術、態度を再
確認し、基本的な看護実践力を高めていくことはも
ちろん、様々な施設で働く仲間との交流を通して各
自の看護を見つめ直す契機にもなる。それは、看護
師としての自己への肯定感や自信につながり、臨床
での様々な困難に向き合い、解決に取り組んでいく
原動力となる。その意味で『たちばなSIM』は、看
護教育の専門機関としての教育力を活かし、所属施
設とは異なるあり様で卒業生の学びを保障する取り
組みとして意義深いものであると考えている。

看護学部看護学科　准教授　奥野　信行
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図5　演習後のリフレクションの様子
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　『看護学コース履修者のための学修成果レポート
作成サポート講座』は、本学健康科学部心理学科通
信教育課程で看護学コースの科目等履修で単位取得
した学生が、大学評価・学位授与機構に学位申請の
ために提出する学修成果レポート作成のスタートを
支援するための研修として、2013年度から開始した。
2013年度は個人指導としたが、ゴールの不明瞭さ、
教員への負担があり、2014年度からグループ演習を
中心に展開した。また、2015年度は初めて学外から
の非常勤講師を依頼した。

１．プログラムの概要
　本講座のプログラムは、資料3の通りである。

２．受講者数
　受講者数は表1のように、A日程は12名で3グルー
プ編成、B日程は6名で2グループ編成とした。

３．受講の目的、理解状況
　以下、受講時のアンケート調査をもとに、受講の
目的、研修で学んだこと・考えたこと、受講した感

■通信教育課程看護学コース学修成果レポート作成サポート講座

想をまとめた。

（１）受講の目的
　受講目的は、表2のようにStep1では「レポートの
書き方がわからない、学んだことがない」、「レポー
トのテーマを見つけたい」が多く、Step2では「テー
マ、レポートの方向性を確認したい」が多く、「グ
ループワークで助言がほしい」「レポートの書き方
を学びたい」があげられた。受講者は専門学校卒業
者が多いため、レポート作成の基本の学習機会がな
く、Step1もStep2でもレポートの書き方が目的とし
てあげられた。Step1ではレポートのテーマの絞り
込み、Step2ではレポートのアウトラインの作成を
ゴールとして設定したことで、受講者がそれにむけ
て取り組みがなされたことがわかる。

（２）研修で学んだこと・考えたこと
　学びと考えたこととしてあげられたのは、表3の
ように、Step1では「レポート作成の基本」「テーマ
の方向性が見えた」「他者の意見が聞けたことがよ
かった」が多くあげられ、Step2では「他者との意
見交換により方向性が深まり、幅が広がった」「具
体的な方向性、アウトラインがわかった」が多くあ
げられた。Step1、Step2ともにあげられたのが、他
者との意見交換による効果であった。

表１　受講者数

日　程 Step1 Step2 グループ数

A日程 12名 12名 3

B日程 6名 6名 2

表２　受講目的

Step1 Step2

受講目的 回答数 受講目的 回答数

レポートの書き方がわからない、学んだことがない 10 テーマ、レポートの方向性を確認したい 8

レポートのテーマを見つけたい 8 グループワークで助言がほしかった 3

1人ではレポート作成に不安があった 2 レポートの書き方を学びたい 3

1日ではわからないと思った 1

事例展開上の倫理的配慮を確認したい 1
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（３）受講した感想
　受講した感想は、表4のように、Step1、Step2と
もに「グループワークでのディスカッション」に好
感を得ている。さらに、「Step1とStep2を通して受
講してよかった」「わかりやすい指導」などがあげ
られた。一方、「リーズナブルな受講料」、「講義を
多くしてほしい」「グループワーク環境」など、開
催側の検討課題もあげられた。

４．まとめ
　受講目的は、3－（1）のように専門学校卒業者が
多く、学習機会がなかったレポートの書き方やレ
ポートテーマの設定に関するものが多かった。受講

しての学び・考えたことからは、3－（2）のように
Step1、Step2で設定したゴールに概ね到達したと
いえる。また、3－（3）のように仲間（同志）や教
員とのディスカッション、出会いがあげられ、通信
教育のe-learningでは得られないものを学び、学士
申請の動機づけの強化につながったと考えられる。
年々看護学コース科目等履修で単位取得学生の増加
により、本講座の受講者数の増加が想定されたが、
A日程、B日程合計20名余の受講者であった。科目
等履修で単位取得できた学生の伸び率は低く、本講
座の受講生も20〜30名程度が続くと想定し、教育環
境の整備を検討する必要がある。

看護学部看護学科　准教授　阿部　祝子

表３　研修で学んだこと・考えたこと

Step1 Step2

学び・考えたこ 回答数 学び・考えたこと 回答数

レポート作成の基本を学んだ 10 他者と意見交換し方向性が深められ、幅が広がった 7

テーマの方向性が見えた 8 具体的な方向性、アウトラインがわかった 6

他者の意見が聞けて良かった 5 具体的なレポートの書き方がわかった 3

やらないといけないこと（イメージ）が見えてきた 3 レポート内容の不足と膨らませ方がわかった 3

文章の構成、書き方のポイントが学べた 3 テーマの絞り込みがわかった 2

文献検索の方法も具体的に教えてもらえた 2 看護の視点を入れるよう助言があった 2

e-learningでは得られない学びがあった 1 自分の行動、思考を言葉で表現すること 1

表2　受講目的

Step1 Step2

感想 回答数 感想 回答数

グループワークで同志に出会えてよかった 3 仲間や先生とディスカッションできてよかった 3

自分の考えを伝えることで整理でき、イメージするこ
とができた

3 Step1-2を通して受講してよかった 4

とてもわかりやすく教えてもらえた 2

とてもわかりやすく、的確で、丁寧な指導だった 2 楽しかった。10月申請頑張ります 2

レポートの取り組む道が見えた 1

参加して得るものが多く、頑張ろうという気持ちに
なった

1 テーマが絞れた 1

レポートの書き方、自分の考えをまとめることができ
た

1

レポート作成の具体的な方法を学べ、不安な気持ちが
解消できた

1
学ぶことがない分野の学びとであったので興味深かっ
た

1

レポートの書き方・方法を他のレポート作成にいかし
たい

1
看護観が見なおせた 1

次回までにアウトライン、文献を探したい 1 もっと講義的な学習をしてほしかった 1

テーマが漠然としていて、絞り込めなかった 1 1つの部屋でのグループワークは他グループの声が気
になり集中しにくかった

1

レポートが仕上がるか不安 1

参考文献が図書室に少なかった 1 「学士への途」を読むのも講座に入っていればわかり
やすい

1

受講料がリーズナブルなら受講者が増えるのかな 1
レポートの書き方の講義にもう少し時間を取り、グ
ループワークはStep2のみでよかった

1
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20
15

年
度

京
都

橘
大

学
看

護
教

育
研

修
セ

ン
タ

ー
　

看
護

キ
ャ

リ
ア

開
発

事
業

「
看
護
研
究
支
援
」研
修

ご
あ

ん
な

い

研
究

の「
技

」を
学

び
、

よ
り

発
展

さ
せ

る

担
当
事
務
・
問
い
合
わ
せ

京
都
橘
大
学
看
護
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

看
護
キ
ャ
リ
ア
開
発
事
業
担
当

TE
L&

FA
X

: 0
75

-5
74

-4
13

3
E-

m
ai

l: 
3a

ca
de

m
ic

@
ta

ch
ib

an
a-

u.
ac

.jp
〒

60
7-

81
75

　
京

都
市

山
科

区
大

宅
山

田
町

34
※

9：
00

～
17

：
00

（
土

・
日

・
祝

日
は

除
く

）

看
護
職
各
位

京
都

橘
大

学
看

護
キ

ャ
リ

ア
開

発
事

業
 ─

看
護

研
究

支
援

─
 の

ご
案

内

　
本
学
で
は
，
20
12
年
度
か
ら
看
護
キ
ャ
リ
ア
開
発
事
業
を
始
め
ま
し
た
．

　
皆
様
は
，
各
所
属
部
署
で
研
究
担
当
と
な
り
，
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
何
と
か
研
究
を
進
め
て
ま
と
め
，
発
表
す

る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
何
度
か
経
験
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
．
し
か
し
，
そ
の
成
果
に
満
足
す
る
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
自
分
（
達
）
の
研
究
テ
ー
マ
に
ピ
ッ
タ
リ

の
研
究
方
法
が
な
い
も
の
か
，
あ
る
い
は
研
究
の
力
を
つ
け
た
い
と
，
研
究
に
関
す
る
研
修
の
機
会
が
あ
れ
ば
受

講
す
る
と
い
う
形
で
努
力
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
．

　
研
究
は
，
い
く
ら
机
上
で
学
習
し
て
も
身
に
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．
研
究
を
す
る
た
め
に
は
，
そ
れ
な

り
の
『
技
』
が
必
要
で
す
．
研
究
者
は
そ
の
『
技
』
を
持
っ
て
い
ま
す
．
ま
た
，
そ
の
『
技
』
は
，
研
究
の
実
践

に
よ
り
応
用
さ
れ
創
造
さ
れ
て
い
き
ま
す
．
自
分
（
達
）
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
，
研
究
の
『
技
』
を
学
び
，
現
在

よ
り
満
足
が
出
来
る
研
究
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
．

　
そ
こ
で
，
20
14
年
度
ま
で
に
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
』
を
受
講
さ
れ
た
方
は
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
で
，

『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
を
受
講
さ
れ
た
方
は
『
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
』
で
，
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究

プ
ロ
セ
ス
で
使
う
『
技
』
を
学
び
ま
し
ょ
う
．
ま
た
，
次
年
度
研
究
を
担
当
す
る
方
は
，『
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
』

を
受
講
し
て
準
備
を
進
め
，
担
当
に
な
っ
た
ら
，
研
究
テ
ー
マ
の
選
択
・
見
極
め
か
ら
一
歩
ず
つ
，
研
究
者
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
て
進
め
る
と
い
う
計
画
で
学
び
ま
し
ょ
う
．
研
究
力
は
，
す
ぐ
に
養
わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
．
本
事
業
は
，
現
在
よ
り
少
し
時
間
を
か
け
て
計
画
的
に
系
統
的
に
学
習
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま

す
．
ま
た
，
20
14
年
度
か
ら
，
各
施
設
や
部
署
で
研
究
の
指
導
・
支
援
を
担
当
さ
れ
る
方
の
た
め
に
『
院
内
研
究

指
導
者
コ
ー
ス
』
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
．開
催
時
期
は
２
月
で
す
の
で
，
次
年
度
に
む
け
た
準
備
学
習
と
し
て
，

研
究
の
基
礎
を
再
確
認
し
，
各
施
設
に
お
け
る
指
導
・
支
援
の
糸
口
を
見
つ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
．
各
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
詳
細
や
参
加
費
等
は
，
次
ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
．
皆
様
の
受
講
を
，
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
．

京
都
橘
大
学
看
護
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

資料１



資料

25

ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス

研
究
を
行
う
準
備
段
階
で
，
看
護
研
究
の
基
礎
を
学
び
，
実
際
の
研
究
の
土
台
と
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
．

研
究
の
初
心
者

大
学
で
の
開
講
へ
の
個
人
の
申
し
込
み
，
施
設
へ
の
講
師
派
遣
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
．
学
習
項
目

を
選
択
し
て
受
講
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
．

個
別
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
，
専
門
的
な
指
導
・
支
援
を
受
け
て
実
際
に
研
究
を
行
い
，
院
内
発
表
を

行
う
レ
ベ
ル
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
．

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
，
ま
た
は
看
護
協
会
等
で
看
護
研
究
の
基
礎
に
つ
い
て
，
既
に
学
習
さ
れ
た
方
が

対
象
で
す
．

個
別
の
申
し
込
み
，
施
設
経
由
で
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
．

※
受
講
に
あ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
送
受
信
環
境
を
整
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．

回
数

開
催
時
期

時
間

学
習
項
目

学
習
内
容

形
態

担
当

大
学
開
催

講
師
派
遣

備
考

大
学
内

施
設

受
講
料

定
員

受
講
料

定
員

1
5月
12
日（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

施 設 と 講 師 と ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 し て

開 催 時 期 を 決 定

90
分
1）
�現
場
に
お
け
る

研
究

①
研
究
の
意
義

講
義

専 任 講 師 以 上 の 専 任 教 員

1人
6,
00
0円

40 名 申 込 順

50
,0
00
円

（
別
途
交
通
費
）

30
名

②
研
究
プ
ロ
セ
ス
と
構
造

③
研
究
論
文
の
構
造
と
種
類

2
6月
9日
（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

90
分
2）
�研
究
テ
ー
マ
の

設
定

①
研
究
テ
ー
マ
の
考
え
方

講
義

1人
6,
00
0円

50
,0
00
円

（
別
途
交
通
費
）

②
�研
究
テ
ー
マ
と
研
究
の
枠

組
み

3
7月
7日
（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

90
分
3）
文
献
検
索

①
文
献
検
索
の
意
義

講
義

1人
6,
00
0円

50
,0
00
円

（
別
途
交
通
費
）

①
～
③
文
献
検
索
は
，
原

則
と
し
て
，
講
師
派
遣
の

場
合
も
京
都
橘
大
学
内
で

開
催
し
ま
す
．

②
文
献
検
索
の
方
法

③
文
献
検
索
の
実
際

演
習

4
7月
21
日（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

90
分

×
2

4）
文
献
講
読

①
文
献
講
読
の
意
義

講
義

2回
分

1人
12
,0
00
円

2回
分

10
0,
00
0円

（
別
途
交
通
費
）

・
�第
4-
5
回
は
，
両
方
を

受
講
し
て
く
だ
さ
い
．

特
に
，
講
師
派
遣
の
場

合
は
，
両
方
同
じ
方
が

受
講
し
て
く
だ
さ
い
．

②
文
献
の
構
造
と
読
み
方

5
8月
�4
日（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

5）
文
献
講
読

①
文
献
講
読
の
実
際

演
習

6
9月
8日
（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

90
分
6）
�研
究
倫
理
と
研

究
計
画
書

①
�研
究
に
お
け
る
倫
理
と
そ

の
配
慮

講
義

1人
6,
00
0円

50
,0
00
円

（
別
途
交
通
費
）

②
�研
究
倫
理
委
員
会
の
意
義

と
役
割

③
研
究
計
画
書
の
意
義

④
研
究
計
画
書
の
構
造

7
10
月
6日
（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

90
分
7）
�研
究
の
ま
と
め

方
，
公
表

①
研
究
成
果
の
公
表
の
意
義

講
義

1人
6,
00
0円

50
,0
00
円

（
別
途
交
通
費
）

②
�研
究
論
文
・
抄
録
の
ま
と

め
方

③
発
表
の
種
類
と
ポ
イ
ン
ト

④
発
表
の
マ
ナ
ー

回
数
開
催
時
期

時
間

学
習
項
目

学
習
内
容

形
態

担
当

定
員

受
講
料

備
考

合
計
7回

受 講 者 及 び 施 設 と 講 師 と ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 し て 開 催 時 期 を 決 定

1回 90
分

1）
研
究
テ
ー
マ
の
設
定

①
�日
常
の
疑
問
か
ら
研
究
テ
ー
マ
の

焦
点
化

個
別

指
導

研 究 テ ー マ に 応 じ 専 門 領 域 の 専 任 講 師 以 上 の 専 任 教 員

20
テ
ー
マ

1テ
ー
マ

　
50
,0
00
円
／
年
度

施
設
へ
の
講
師
派
遣
の

場
合
，
別
途
［
交
通
費

×
回
数
分
］
が
必
要
で

す
．

・
�進
度
や
施
設
の
状
況
に

よ
り
，
年
度
を
跨
ぐ
指

導
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
．

・
�電
子
メ
ー
ル
等
で
の
指

導
も
含
み
ま
す
．

7）
デ
ー
タ
の
分
析
方
法

は
，
講
師
派
遣
の
場
合
で

も
，
必
要
に
応
じ
て
，
京

都
橘
大
学
内
で
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
．

2）
文
献
検
索
・
レ
ビ
ュ
ー

①
�研
究
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
文
献
検

索
と
レ
ビ
ュ
ー

②
�研
究
テ
ー
マ
の
背
景
，
動
向
，
位

置
づ
け
の
確
認

3）
研
究
デ
ザ
イ
ン
・
方
法

①
�研
究
テ
ー
マ
に
適
し
た
研
究
デ
ザ

イ
ン
・
方
法
の
選
択

4）
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮

①
�研
究
テ
ー
マ
，
方
法
に
基
づ
く
倫

理
的
配
慮

②
�研
究
倫
理
委
員
会
の
審
査
の
た
め

の
準
備
と
結
果
へ
の
対
応

※
研
究
倫
理
委
員
会
で
の
審
査

※
�院
内
あ
る
い
は
本
学
の
研
究
倫
理

委
員
会
で
の
審
査

5）
研
究
計
画
書
の
作
成

①
�研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
く
研
究
プ
ロ

セ
ス
の
確
認
と
研
究
計
画
書
の
作

成

6）
研
究
デ
ー
タ
の
収
集

①
�倫
理
的
配
慮
に
基
づ
く
デ
ー
タ
収

集
の
支
援

7）
デ
ー
タ
の
分
析

①
�研
究
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
く
収
集

デ
ー
タ
の
分
析

8）
研
究
の
ま
と
め
方

①
抄
録
の
構
成
と
作
成

9）
研
究
発
表

①
発
表
媒
体
・
方
法
の
選
択

②
発
表
用
資
料
の
作
成

③
発
表
原
稿
の
作
成

④
質
問
と
そ
の
対
応
（
マ
ナ
ー
）

※
翌
年
度
に
引
き
続
き
受
講
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
，
年
度
毎
に
申
込
み
が
必
要
で
す
．

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

コ
ー
ス

研
修
の
ね
ら
い

研
修
の
対
象

研
修
の
申
込

研
修
の
ね
ら
い

研
修
の
対
象

研
修
の
申
込

・
受
講
申
込
は
、
個
人
で
も
施
設
経
由
で
も
可
能
で
す
。

・
	施
設
経
由
の
場
合
は
講
師
の
施
設
派
遣
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
受
講
料
と
は
別
に
交
通
費
と
し
て
実
費

相
当
額
（
大
学
か
ら
施
設
ま
で
の
交
通
費
。
タ
ク
シ
ー
利
用
の
場
合
は
往
復
タ
ク
シ
ー
料
金
等
）
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
施
設
へ
の
講
師
派
遣
の
場
合
、
別
途
契
約
書
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
納
入
さ
れ
た
受
講
料
金
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、郵
送
、F
ax
、E
-m
ai
lに
て
担
当
事
務
宛
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 
・
受
講
料
金
は
、
受
講
申
込
後
、
担
当
事
務
よ
り
支
払
方
法
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

・
随

時
受

け
付

け
い

た
し

ま
す

が
、

定
員

に
な

り
次

第
、

締
め

切
り

ま
す

。
ま

ず
は

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

お 申 込 み に 関 し て

個
別
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
，専
門
的
な
指
導
・
支
援
を
受
け
て
実
際
に
研
究
を
行
い
，外
部
の
研
究
会
・

学
会
で
発
表
す
る
レ
ベ
ル
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
．

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
コ
ー
ス
で
実
施
し
た
研
究
に
限
っ
て
，
外
部
学
会
発
表
，
学
会
誌
等
へ
の
投
稿
論
文
の

作
成
を
支
援
し
ま
す
．

個
別
の
申
し
込
み
，
施
設
経
由
で
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
．

※
受
講
に
あ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
送
受
信
環
境
を
整
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．

次
年
度
に
む
け
て
，
院
内
研
究
で
各
部
署
の
円
滑
な
研
究
活
動
を
リ
ー
ド
，
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
の
た
め

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
．

部
門
・
部
署
の
研
究
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
方
が
対
象
で
す
．

個
別
の
申
し
込
み
，
施
設
経
由
で
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
．

回
数
開
催

時
期

時
間

学
習
項
目

学
習
内
容

形
態

担
当

定
員

受
講
料

備
考

合
計
7回

　 受 講 者 及 び 施 設 と 講 師 と

ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 し て 開 催 時 期 を 決 定

1回 90
分

1）
学
会
等
発
表
の
応
募

①
�研
究
テ
ー
マ
・
成
果
に
適
し
た
発

表
方
法
の
選
択

個
別
指
導

研 究 テ ー マ に 応 じ 専 門 領 域 の 専 任 講 師 以 上 の 専 任 教 員

10
テ
ー
マ

・
�学
習
項
目
1）
～
2）

　
�1
テ
ー
マ

　
20
,0
00
円
／
年
度

・
�学
習
項
目
3）

�　
1テ
ー
マ

　
50
,0
00
円
／
年
度

・
�施
設
へ
の
講
師
派
遣

の
場
合
は
，別
途
�[
交

通
費
×
回
数
分
]が

必
要
で
す
．

・
�査
読
対
応
等
に
よ
り
，

年
度
を
跨
ぐ
指
導
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．

・
�電
子
メ
ー
ル
等
で
の
指

導
も
含
み
ま
す
．

※
�発
表
す
る
学
会
等
に
つ

い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
．

②
�学
会
等
の
規
定
に
従
っ
た
応
募
資

料
の
作
成

③
応
募
（
エ
ン
ト
リ
ー
）

※
査
読
が
あ
る
場
合

※
査
読
結
果
へ
の
対
応

2）
発
表

①
発
表
資
料
の
作
成

②
発
表
原
稿
の
作
成

③
質
問
へ
の
対
応
準
備

3）
�学
会
誌
等
へ
の
投
稿
論
文
の
作

成

①
投
稿
先
（
学
会
）
の
選
択

②
�投
稿
規
程
に
基
き
，
論
文
の
種
類
，

費
用
の
確
認

③
投
稿
論
文
の
作
成

④
投
稿
論
文
の
査
読
結
果
へ
の
対
応

⑤
論
文
採
録
時
の
対
応

※
翌
年
度
に
引
き
続
き
受
講
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
，
年
度
毎
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
．

回
数
開
催

時
期

時
間

学
習
項
目

学
習
内
容

形
態

担
当

定
員

受
講
料

備
考

1回

2 月 16 日 （ 火 ） 　 10
:4
5

～
16
:1
5

１ 日 （ ３ コ マ ）

1）
�研
究
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
指
導

の
ポ
イ
ン
ト

①
研
究
テ
ー
マ
の
設
定

講
義

専 任 講 師 以 上 の 専 任 教 員

10
名

・
13
,5
00
円

・
�グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
主

と
す
る
研
修
で
す
．

・
�受
講
者
自
身
が
主
体
的

に
参
加
し
学
習
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
．

②
文
献
検
索

③
文
献
講
読

④
研
究
デ
ザ
イ
ン
，
方
法

⑤
倫
理
的
配
慮

⑥
研
究
計
画
書

⑦
研
究
の
実
施

⑧
�研
究
の
ま
と
め
方
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

2）
�自
分
の
研
究
指
導
上
の
課
題
と

そ
の
対
応

①
�自
分
自
身
の
指
導
上
の
課
題
の
明

確
化

演
習

②
課
題
解
決
に
む
け
た
糸
口
の
発
見

ア
ド
バ
ン
ス

コ
ー
ス

院
内
研
究

指
導
者
コ
ー
ス

研
修
の
ね
ら
い

研
修
の
対
象

研
修
の
申
込

研
修
の
ね
ら
い

研
修
の
対
象

研
修
の
申
込



資料
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卒
業

生
の
皆

様
 

京
都
橘
大

学
看
護
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

 
所

長
 

 
遠

藤
 

俊
子

京
都
橘
大
学
看
護
キ
ャ
リ
ア
開
発
事
業
－
『
た

ち
ば

な
SI
M

 2
01

5』
－
の
ご
案
内

 

本
学
で
は
，

20
12

年
度
か
ら
看
護
キ
ャ
リ
ア
開
発
事
業
を
開
始
し
，
本
学
部
の
卒
業
生
に
貢
献
す
る
事

業
と
し
て
－

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
－
を
開
催
し
て
い
ま
す
．

20
15

年
度
か
ら
は
，
名
称
を
「

Sk
ill

s 
La

b」
か
ら
『
た

ち
ば

な
SI

M
』

に
か
わ
り
ま
す
．

SI
M

と
は
，

”s
im

ul
at

io
n”
の
略
で
す
．

学
び

舎
-

京
都
橘
大
学
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

(模
擬
患
者

)を
用
い
て
，
実
践
に
即
し
た
看
護
を
学
習
す
る
機
会
・
場
に
と

し
た

い
と

い
う
望

み
か
ら

で
す

．
今
ま

で
に

研
修

に
参

加
し

た
卒
業

生
は
，

知
識
や

技
術

の
基
本

を
再
確

認
し
，
多
く
の
施
設
で
働
く
仲
間

(先
輩
や
後
輩

)か
ら
学
び
，
各
自
の
看
護
実
践
を
見
つ
め
直
し
，
自
信
を

持
つ

機
会

と
さ
れ

て
い
ま

す
．

ま
た
，

臨
床
で

は
聞
き

に
く

い
こ
と

も
あ
り

ま
す
が

，
こ

の
研
修

で
は
わ

か
り

や
す

く
確
実

に
知
識

を
獲

得
し
，

そ
の
使

い
方
を

学
ぶ

こ
と
が

で
き
ま

す
．
そ

し
て

，
そ
の

学
び
を

現
場

で
実

際
に

活
用

し
て

看
護

を
し
て

い
る
と

い
う
こ

と
で

す
．
シ

ミ
ュ
レ

ー
タ

を
用
い

て
看
護

を
実
践

し
，

失
敗

し
て
も

，
十
分

な
時

間
を
か

け
て

実
践

を
振

り
返

り
，
繰

り
返
し

て
学
べ

ま
す

．
こ
の

よ
う
に

体
を
動
か
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
，
そ
の
学
び
を
現
場
に
活
か
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
．

 
『
た

ち
ば
な

SI
M
』

の
特
徴
は
，
単
独
の
技
術

(S
ki

ll)
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
，
対
象
に
適
し
た

看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
，
ア

セ
ス
メ
ン
ト

を
学
び
看
護
実
践
力

の
強
化
・
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
．

看
護

実
践

力
は
，

在
学

中
を
含

め
卒
業

後
の
継

続
し
た

看
護

経
験
や

学
習
に

よ
り
養

わ
れ

る
も
の

で
す
．

卒
業
生
の
学
習
を
支
援
す
る
の
は
，
大
学
の
使
命
で
す
． 『

た
ち
ば

な
SI

M
』
は
，
個
々
人
が
，
看
護
の

基
本

を
し

っ
か
り

学
習
し

，
日

々
の
看

護
実
践

に
生
か

す
こ

と
が
で

き
る
よ

う
，
教

育
の

専
門
機

関
と
し

て
の

教
育

力
を
生

か
し
た

継
続

教
育
で

す
．

所
属

施
設

で
行

わ
れ
る

研
修
を

補
完
す

る
学

習
と
位

置
づ
け

ら
れ
ま
す
．

 
20

15
年

度
は
，
新
人
看
護
師
に
も
対
象
を
広
げ
て
開
催
し
ま
す
．
看
護

経
験
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
，

1
期
生
か
ら

6
期
生
が
協
力
し
な
が
ら
，
切
磋
琢
磨
し
て
学
び
，
看
護
職
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
・
場
面

に
応
用
で
き
る
基
本
的
な
知
識
・
技
術
・
態
度
を
学
び
ま
し
ょ
う
．

6
期
生

(新
人

)は
，
初
め
て
経
験
す
る

よ
う
な
場
面
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
，

1～
5

期
生

(先
輩

)は
，
積
み
重
ね
た
看

護
経
験
や
個
々
人
の
問
題
意

識
(モ

チ
ベ
ー

シ
ョ

ン
)に

よ
っ
て

学
び
の
内
容

が
変
わ
り
ま
す

．
し
た
が
っ

て
，
前
回
受
講

さ
れ
た
方
も

，

再
度
受
講
し
学
習
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
．

 
担

当
教

員
は

，
卒
業

生
が

《
人

に
よ

り
そ

う
》
看

護
を

め
ざ

し
て

日
々

努
力
さ

れ
，

学
習

さ
れ

て
い

る

姿
に

励
ま

さ
れ

て
い

ま
す

．
よ

り
よ
い

研
修
プ

ロ
グ
ラ

ム
内

容
や
指

導
方
法

の
開
発

の
た

め
に
，

卒
業
生

の
協
力
を
得
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．

20
15

年
度
も
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
，
研
究
を
継
続

し
成
果
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．
ま
た
，

20
15

年
度
は
先
輩
・
後
輩
が
気
軽
に
交
流
で

き
る

時
間

と
場
も

設
け
ま

す
．

所
属
施

設
で
の

研
修
に

プ
ラ

ス
し
て

，
学
ん

で
み
ま

せ
ん

か
．
皆

様
の
参

加
を
，
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
．

 

1.
研
修
内
容
，
開
催
日
時

 

2.
参
加
費
 
卒
業
生
：

1
人

1
回

2,
00

0
円
 
昼
食
弁
当
付

 

3.
参
加
定
員
 

1
回

20
名

 

4.
申
込
期
間
・
申
込
方
法

 
申
込
期
間
：
随

時
受

付
（

定
員

に
な
り

次
第

、
締
め

切
り

ま
す
。
）

 
申
込
方
法
：
：

E
-m

ai
l，

Fa
x，

ま
た
は
郵
送

 
・
別
紙
「
【
た
ち
ば
な

SI
M
】

20
15

」
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
ご

記
入

の
上
，

E
-m

ai
l，

Fa
x，

ま
た

は
郵
送
に
て
，
下
記
宛
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

 
・
受
講
料
金
は
，
受
講
申
込
後
担
当
事
務
よ
り
支
払
い

方
法

を
ご
案

内
い

た
し

ま
す

．
 

※
 
参
加
証
受
領
後
欠
席
す
る
場
合
は
，
必
ず
前
日
ま
で

に
上
記

宛
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
．

 

回
 

研
修
内
容

 
開
催
日
時

 

1 
◈
循
環
機
能
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
看
護

 
5
月

23
日

(土
) 

10
：

00
-1

6：
00

 

2 
◈
呼
吸
機
能
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
看
護

 
6
月

20
日

(土
) 

10
：

00
-1

6：
00

 

3 
◈
人
工
呼
吸
器
装
着
時
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
看
護

 
7
月

26
日

(日
) 

10
：

00
-1

6：
00

 

高
性

能
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
演

習
す
る
か
ら
，

実
践

的
で
，
楽

し
く
，
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
学
べ
た
よ
．

 

基
本

を
詳

し
く
学

べ
る
し
，
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
を
使

っ
て
，
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

し
，
自

分
の
実

践
を
振

り
返

り
，
実

践
に
生
か
せ
る
よ
．

 

先
輩

や
後

輩
，
グ
ル
ー
プ
で
一

緒
に
考

え
た
り
，
教

え
て
も

ら
っ
た
り
，
深
く
学
べ
ま
し
た
．
〔
プ
チ
同
窓
会
〕で

す
！

 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

 
京
都
橘
大
学
 
看
護
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー

 
〒

60
7-

81
75

 
京
都
市
山
科
区
大
宅

山
田
町

34
 

E
-m

ai
l：

3a
ca

de
m

ic
@

ta
ch

ib
an

a-
u.

ac
.jp

 
TE

L＆
FA

X：
07

5-
57

4-
41

33
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【
お

申
し

込
み

・
お

問
い

合
わ

せ
】

申
込

期
間

：
20

15
年

3
月

9
日

（
月

）
～

20
15

年
4
月

30
日

（
木

）
※

期
間

内
必

着
 

申
込

方
法

：
別

紙
の

申
込

用
紙

に
必

要
事

項
を

ご
記

入
の

上
，

E
-m

ai
l，

FA
X
，

ま
た

は
郵

送
に

て
 

下
記

ま
で

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
．

申
込

受
付

後
に

振
込

用
紙

を
郵

送
い

た
し

ま
す

．

京
都

橘
大

学
 
看

護
教

育
研

修
セ
ン
タ
ー

〒
6
0
7
-
8
1
7
5
 
京

都
市

山
科

区
大

宅
山

田
町

3
4
 

E
-
m

a
i：

3
a
c
a
d
e
m

ic
@

ta
c
h
ib

a
n
a
-
u
.a

c
.j
p
 

T
E
L
&

F
A

X
：
0
7
5
-
5
7
4
-
4
1
3
3
 
※

9
:0

0
～

1
7
:0

0
（
土

・
日

・
祝

日
は
除

く
）
 

2
0
1
5
年

度
 

看
護

学
コ

ー
ス

履
修

者
の

た
め

の
学

修
成

果
レ

ポ
ー

ト
作

成
サ

ポ
ー

ト
講

座
 

京
都

橘
大

学
看

護
教

育
研

修
セ

ン
タ

ー

 
京

都
橘

大
学

健
康

科
学

部
心

理
学

科
通

信
教

育
課

程
で

看
護

学
コ

ー
ス

の
科

目
等

履
修

生
と

し
て

修
了

さ
れ

た
皆

さ
ん

が
，

大
学

評
価

・
学

位
授

与
機

構
に

学
位

申
請

を
さ

れ
る

際
に

学
修

成
果

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
が

必
要

で
す

．
 

 
学

修
レ

ポ
ー

ト
作

成
に

む
け

て
，

何
を

書
こ

う
か

，
ど

の
よ

う
に

進
め

て
い

っ
た

ら
よ

い
か

な
ど

，
不

安
を

お
持

ち
の

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

と
思

い
ま

す
．

そ
の

よ
う

な
方

々
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

講
座

を
開

催
い

た
し

ま
す

．
 

 
こ

の
講

座
は

，
学

修
レ

ポ
ー

ト
作

成
の

ス
タ

ー
ト

を
応

援
す

る
も

の
で

す
．

個
人

指
導

で
は

な
く

，
グ

ル
ー

プ
演

習
が

中
心

で
す

．
学

位
申

請
と

い
う

同
じ

志
を

も
つ

人
が

互
い

に
支

え
あ

う
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
っ

て
く

だ
さ

い
．

そ
し

て
，

受
講

後
は

，
互

い
に

支
え

あ
っ

て
学

修
レ

ポ
ー

ト
作

成
に

取
り

組
ん

で
く

だ
さ

い
．

 

【
受

講
対

象
者

】

原
則

と
し

て
，

本
学

の
科

目
等

履
修

生
「

看
護

学
コ

ー
ス

」
を

修
了

さ
れ

た
方

で
，

20
15

年
10

月
期

申
請

ま
た

は
20

16
年

4
月

期
申

請
を

予
定

さ
れ

て
い

る
方

．
 

※
未

修
得

単
位

が
あ

り
、

2
0
1
5
年

度
に

在
籍

期
間

延
長

予
定

で
本

講
座

の
受

講
を

希
望

さ
れ

る
方

は
，

事
前

に
 

通
信

教
育

課
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

．
 

T
E
L
：

0
7
5
-
5
7
4
-
4
3
3
5
※

9
：

0
0
-
1
7
：

0
0
(
土

・
日

・
祝

日
は

除
く

)
 

E
-
m
a
i
l
：

a
d
m
i
n
@
t
a
c
h
i
b
a
n
a
-
e
c
h
o
o
l
.
j
p
 

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

】

ST
E

P1
：

≪
テ

ー
マ

を
絞

る
≫

 

10
:4

5～
12

:1
5 

論
理

的
思

考
に

つ
い

て
(講

義
) 

講
師
：
京

都
橘

学
園

理
事

長

13
:0

0～
16

:1
5 

(休
憩

15
分

含
) 

レ
ポ

ー
ト

作
成

に
む

け
た

グ
ル

ー
プ

指
導

(演
習

) 
講

師
：

京
都

橘
大

学
教

員
 

ST
E

P2
：

≪
レ

ポ
ー

ト
の

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

の
作

成
≫

 
13

:0
0～

16
:1

5 
(休

憩
15

分
含

) 
レ

ポ
ー

ト
作

成
に

む
け

た
グ

ル
ー

プ
指

導
(演

習
) 

講
師

：
京

都
橘

大
学

教
員

 

※
 

受
講

前
に

，
学

位
授

与
申

請
案

内
『

新
し

い
学

士
へ

の
途

』
を

確
認

し
て

お
い

て
く

だ
さ

い
．

レ
ポ

ー
ト

の
形

式
等

に
つ

い
て

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

．
 

※
 

学
位

申
請

に
関

す
る

手
続

き
等

に
つ

い
て

は
，

大
学

評
価

・
学

位
授

与
機

構
に

問
い

合
わ

せ
て

く
だ

さ
い

．

【
日

程
】

以
下

の
2
セ

ッ
ト

を
開

催
し

ま
す

．
A

日
程

か
B

日
程

の
い

ず
れ

か
一

方
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
．

 
※

 
2
セ

ッ
ト

の
受

講
は

で
き

ま
せ

ん
．

 

ST
E

P1
 

ST
E

P2
 

定
員

 
開

催
場

所

A 
日

程
 

20
15

年
5
月

19
日

(火
) 

20
15

年
6
月

16
日

(火
) 

先
着

20
名

 
京

都
橘

大
学

B
 日

程
 

20
15

年
5
月

28
日

(木
) 

20
15

年
7
月

 2
日

(木
) 

先
着

20
名

 

【
受

講
料

】
 

ST
E

P1
の

み
 

15
,0

00
円

 
ST

E
P1

と
ST

E
P2

 
30

,0
00

円
 

※
 

ST
E

P2
の

み
の

申
込

は
で

き
ま

せ
ん

．
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